
1

「
ゼ
ロ
」

山
口
優

「
我
に
続
け
。
進
路
一
時
仰
角
三
〇
」

絵
留
少
尉
の
搭
乗
機
が
複
雑
な
運
動
パ
タ
ー
ン
と
と
も
に
そ
う
告
げ
る
。
量
子
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ

え

る

ン
暗
号
通
信
シ
ス
テ
ム
は
、
彼
女
と
私
の
機
が
共
有
し
て
い
る
量
子
エ
ン
タ
ン
グ
ル
メ
ン
ト
の
射
影
情

報
に
よ
っ
て
そ
の
通
信
を
復
号
し
た
。

一
斉
に
飛
行
隊
は
そ
の
進
路
へ
向
か
う
。
星
々
だ
け
が
観
戦
す
る
、
漆
黒
に
近
い
闇
の
戦
場
。
飛
行

隊
の
各
機
の
機
影
が
、
星
の
光
の
中
、
鈍
く
浮
か
び
上
が
る
。
軽
快
な
運
動
性
と
高
い
航
続
性
を
併
せ

持
つ
美
し
い
機
体
た
ち
。
伝
統
的
な
紀
年
法
に
則
っ
て
、
二
〇
四
〇
年
に
制
式
化
さ
れ
た
我
々
の
機
は
、

「
ゼ
ロ
」
と
通
称
さ
れ
る
。

前
方
で
瞬
く
光
が
、
一
瞬
で
通
り
過
ぎ
る
。

刹
那
の
戦
闘
。

私
の
機
は
三
発
の
反
応
弾
を
敵
機
に
叩
き
込
み
、
一
発
を
受
け
そ
う
に
な
っ
た
が
ぎ
り
ぎ
り
で
回
避

し
た
。
我
が
飛
行
小
隊
の
損
害
は
な
し
。
だ
が
我
が
戦
闘
爆
撃
隊
全
体
で
は
、
七
機
の
損
害
。

「
第
二
、
第
三
、
第
五
小
隊
で
そ
れ
ぞ
れ
二
、
三
、
二
機
が
や
ら
れ
た
。
隊
司
令
は
『
こ
の
ま
ま
攻
撃
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続
行
』
の
判
断
だ
。
目
標
割
り
当
て
、
我
が
隊
は
標
的
イ
、
ハ
、
ニ
。
全
武
装
開
放
」

我
が
第
一
航
宙
戦
隊
所
属
、
第
二
〇
三
戦
闘
爆
撃
隊
は
、
敵
艦
隊
発
見
の
報
を
受
け
、
急
遽
出
撃
し

た
。
総
勢
五
〇
機
五
〇
名
。
搭
乗
員
五
名
、
機

人

搭

乗

員
四
五
名
。
私
は
後
者
、
機
人
搭
乗
員
の
一

パ
イ
ロ
ツ
ト

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
パ
イ
ロ
ツ
ト

人
。
名
は
レ
イ
。
第
二
〇
三
の
第
一
飛
行
小
隊
に
属
す
る
。
率
い
る
の
は
我
等
が
絵
留
少
尉
だ
。

「
レ
イ
、
お
前
と
私
で
大
物
を
狙
う
ぞ
―
―
標
的
イ
、
多
分
宙
母
だ
」

少
尉
は
個
人
回
線
で
通
信
し
て
く
る
。
多
重
量
子
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
通
信
の
幅
広
い
帯
域
は
、

彼
女
の
緊
迫
し
た
息
づ
か
い
ま
で
伝
え
て
く
る
。

「
了
解
で
す
」

「
う
ま
く
行
っ
た
ら
何
で
も
お
ご
っ
て
や
る
―
―
来
る
ぞ
」

相
対
速
度
は
時
速
一
〇
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
私
の
頭
脳
た
る
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
機
体
の
そ
れ

と
同
調
、
小
隊
全
機
の
機
体
の
そ
れ
ら
と
も
連
動
し
て
敵
艦
隊
の
動
き
を
予
測
し
、
模
擬
す
る
。
敵
艦

隊
も
同
じ
計
算
を
し
て
い
る
。
勝
負
は
一
瞬
。
現
状
分
か
る
範
囲
の
彼
我
の
情
報
か
ら
、
次
の
刹
那
に

ど
ん
な
動
き
を
す
る
の
か
、
予
め
決
め
て
お
く
の
だ
。

来
た
。

そ
し
て
終
わ
っ
た
。

我
が
小
隊
は
全
機
無
事
―
―
。
だ
が
戦
闘
爆
撃
隊
全
体
で
は
、
更
に
一
二
機
が
や
ら
れ
た
。
攻
撃
は



3

成
功
。
敵
艦
隊
の
う
ち
、
大
型
艦
艇
八
隻
中
、
七
隻
ま
で
が
戦
闘
不
能
に
追
い
込
ま
れ
た
。

私
と
少
尉
が
標
的
と
し
た
標
的
イ
も
、
推
進
剤
タ
ン
ク
た
る
前
部
氷
塊
―
―
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
そ

フ
ロ
ン
ト
バ
ル
ク

の
全
長
は
艦
全
体
の
全
長
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
大
半
を
占
め
る
―
―
を
我
々
の
上
下
か
ら
の
同
時
反
応

弾
攻
撃
で
、
真
っ
二
つ
に
叩
き
折
ら
れ
た
。
そ
の
内
部
を
貫
通
す
る
艦
上
機
電
磁
射
出
管
も
ろ
と
も
。

「
や
っ
た
な
」

上
気
し
た
少
尉
の
息
と
共
に
個
人
回
線
で
そ
ん
な
通
話
が
聞
こ
え
て
き
た
。

「
や
り
ま
し
た
ね
」

私
は
答
え
た
。

「
…
…
レ
イ
、
遅
れ
て
い
る
ぞ
」

不
安
そ
う
な
声
。

「
は
い
」

私
は
冷
静
に
応
じ
た
。

攻
撃
が
成
功
し
た
直
後
だ
っ
た
。
標
的
ワ
―
―
駆
逐
艦
と
見
ら
れ
る
小
艦
艇
が
、
私
の
機
に
正
面
か

ら
レ
ー
ル
ガ
ン
を
浴
び
せ
て
き
た
。
そ
れ
を
ま
と
も
に
喰
ら
い
、
我
が
機
の
前
部
推
進
剤
タ
ン
ク
は
全

損
、
か
つ
運
動
量
も
喪
っ
て
、
敵
艦
隊
中
に
孤
立
し
て
い
る
。

「
離
脱
し
ろ
―
―
全
力
で
だ
！
」
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個
人
回
線
で
命
じ
て
き
た
。

「
少
尉
。
私
の
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
は
優
先
順
位
が
予
め
決
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
」

そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
敵
艦
に
突
撃
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
少
数
精
鋭
の
我
が
軍
は
将
兵

の
命
は
大
切
に
す
る
。
だ
が
私
は
将
兵
で
は
な
い
。
た
だ
の
武
装
だ
。
私
が
敵
に
撃
ち
込
ん
だ
反
応
弾

と
、
本
質
的
に
は
同
じ
存
在
だ
。
機
人
搭
乗
員
を
介
さ
ず
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
直
接
制
御
さ
れ
る

敵
機
も
、
同
じ
状
況
に
な
れ
ば
同
じ
動
作
を
す
る
だ
ろ
う
。

「
だ
が
例
外
が
あ
っ
た
は
ず
だ
」

「
味
方
の
人
間
の
命
は
更
に
高
い
優
先
順
位
に
あ
り
ま
す
。
で
す
が
既
に
全
て
の
味
方
搭
乗
員
は
無
事

離
脱
し
て
い
る
」

少
し
、
間
が
あ
っ
た
。
と
い
っ
て
も
ゼ
ロ
コ
ン
マ
数
秒
だ
ろ
う
。

「
レ
イ
、
お
前
が
好
き
だ
。
お
前
が
死
ん
だ
ら
悲
し
み
の
あ
ま
り
私
は
自
殺
す
る
」

少
し
震
え
る
声
音
。
だ
が
は
っ
き
り
と
し
た
声
だ
っ
た
。

「
え
…
…
」

私
の
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
多
分
そ
の
と
き
狂
っ
た
。
激
突
を
覚
悟
し
、
正
面
に
捉
え
て
い
た
敵

艦
を
全
力
で
回
避
し
た
。
更
に
予
備
ロ
ケ
ッ
ト
モ
ー
タ
を
全
て
全
開
で
噴
か
し
、
急
速
に
敵
艦
隊
領
域

か
ら
離
脱
す
る
。
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「
よ
し
、
離
脱
し
た
か
」

冷
静
な
少
尉
の
声
。

「
あ
の
、
先
程
の
言
葉
は
」

「
ふ
ん
―
―
方
便
だ
よ
。
お
前
は
優
秀
な
部
下
だ
か
ら
な
。
喪
っ
た
ら
痛
手
だ
。
ず
っ
と
一
緒
に
戦
え
。

命
令
だ
か
ら
な
」

上
擦
っ
た
声
音
の
ま
ま
、
少
尉
は
そ
う
教
え
た
。

私
の
感
情
推
定
エ
ン
ジ
ン
は
、
少
尉
の
声
音
か
ら
、
そ
の
言
葉
は
嘘
に
近
い
と
告
げ
て
い
た
。

だ
が
、
ど
ち
ら
が
嘘
だ
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
私
は
思
い
做
し
た
。

な

ま
た
ず
っ
と
少
尉
と
一
緒
に
い
ら
れ
る
の
だ
か
ら
。


